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　がん患者さんの不眠の原因はさまざまで、眠れない原因が 1 つだけとは限りません。

【がん患者さんの主な不眠の原因】

　がんによる痛みやがん治療に伴う吐き気、下痢などの症状、がん治療に伴う生活環境の急激な
変化、がんと診断されたことによるショック、不安、悩みなどで不眠を経験する患者さんは少な
くありません。また、一部の抗がん剤やその副作用を軽減するための薬が不眠の原因になること
もあります。

　たとえば、抗がん剤の副作用対策として使われるステロイド薬には不眠の副作用があり、なか
には不眠が 2 ～ 3 日続く患者さんもいます。眠れないことでさらに不安が強くなって不眠が悪化
することもあるため、副作用とその対処方法については、事前に薬剤師に説明を受けましょう。

こんな症状はありませんか？　睡眠障害（不眠）の原因と症状 

がん患者さんの不眠の原因

　がん患者さんの睡眠の悩みの原因や症状はさまざまです。また、睡眠に必要な
時間は個人差が大きく、年齢によっても睡眠時間は変わります。他人と比べて時
間が短いからといって不安を感じる必要はありませんが、疲労感や倦怠感、集中
力の低下などを感じるときは医療従事者に相談しましょう。

がんやがんの治療による症状
痛み、吐き気、下痢、息苦しさ、
発熱、かゆみ　など

薬の影響
ステロイド薬などの不眠を引き
起こすことがある薬の使用や長
期にわたって使用していた薬を
中止したことなどによる不眠

心理的な負担
がんと診断されたことによるショッ
ク、病気の進行や治療に対する不
安、家族や職場の人間関係の変化に
よる悩み　など

生活環境の変化
入院・通院などの環境やがん治
療に伴い休職するなどの社会生
活、睡眠習慣の変化　など
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　このほか、がんやその治療とは直接関係のない身体の不調、うつ病や適応障害、せん妄などが
原因となっていることもあります。がんと精神症状の関係は深く、これらの治療を並行して行う
ことで睡眠が改善することもあります。

　不眠の状態が続くことで、疲れがとれない、だるさが続く、集中力が低下するほか、抑うつや
めまい、食欲不振などの症状が出て、がん治療にも影響が及ぶことがあります。

【寝つきが悪い】

　このほか、しっかり寝たはずなのに眠った感じがしない（熟睡感がない）と感じることもあり
ます。

　ただし、不眠のすべてががんやその治療による影響とは限らず、不眠の原因となる別の病気を
合併している場合もあります。ほかの病気がなく、不眠の症状があることで日常生活に支障をき
たしている期間が 3 か月未満の場合には短期不眠症、3 か月以上続く場合には慢性不眠症と診断
されます。

　睡眠に関する症状は、数日程度であれば問題にならないことが多いですが、不眠と日常生活に
支障が出るほどの不調が週 3 日以上続く場合には、医師による診察と治療を受けましょう。

がん患者さんの不眠のタイプ

夜、寝床に入って目を閉じ
ても 60 分以上寝つけない状
態です。

【夜間に何度も目が覚める】

眠りが浅く、夜間に何度も
目が覚める状態です。一度
目が覚めると再び寝つくま
でに時間がかかることもあ
ります。

【早朝に目が覚めてしまう】

起床目標の時間よりも前に
目が覚めてしまう状態です。
早朝に目が覚めて再び寝よ
うとしても寝つけないこと
もあります。
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この記事は 2023 年 5 月現在の情報となります。

　がんの診断後、なかなか寝つけなくなった、夜間に目が覚めてしまうなど、
睡眠への影響が出る患者さんは少なくありません。生活の質（QOL）を維持し
ながらがん治療を継続させるためにも、気になることがあれば早めに医療従事
者に相談しましょう。
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